
県立高校改革実施計画（Ⅲ期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

令和７年３月 

神奈川県教育委員会 

 
 

神奈川総合産業高校 

定時制 

（単位制による普通科） 

設置計画 



1 
 

１ 対象校・位置・実施年度 

２ 設置の目的 

３ 基本的コンセプト 

 
 
 
（１）対 象 校  神奈川総合産業高等学校 
（２） 位 置    神奈川総合産業高等学校敷地（相模原市南区文京１－１１－１） 
（３）実施年度  令和８年度 
 
 
 

 
○ 生徒の多様な教育的ニーズに応じた教育を展開し、基礎・基本となる学力の

定着を図るとともに、生徒の進路希望の実現に向けて柔軟に対応できる単位制

普通科高校に改編する。 
 
○ 単位制の利点をいかしつつ、共通教科・科目を中心とした教育課程にするこ

とにより、生徒の学習ニーズ及び進路希望等、生徒の状況に対応した一層きめ

細かな指導を行えるよう取り組む。 
 
○ 既存の充実した施設設備を活用した学びを展開し、教育力の向上を図る。 

 
 
 

 
○ 単位制による普通科を設置した定時制課程としての教育の展開 

 
○ 社会・職業への円滑な適応に向けた教育活動の展開 

   一人ひとりの将来の進路を決定するために必要な勤労観・職業観や社会的・ 
職業的自立に向けて、地域社会との連携・交流を図りつつ、社会・職業への円滑 
な適応に向けた教育活動の充実を図る。 

  
○ 単位制による柔軟な学びの提供 
  基礎学力の向上をめざすとともに、生徒の多様な学習ニーズに応じた幅広い

教育活動を展開するため、基礎的科目に加えて発展的科目を設置する。 
さらに、学校外における学修や学校間連携・課程間併修を活用することで、幅

広い学習の機会を提供する。 
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４ 設置形態 

５ 入学者選抜 

○ 特別活動の活性化・各種支援の充実 
  より豊かで多様な人間関係を築きながら、自己のよさや可能性を認識すると

ともに、必要な資質・能力の育成ができるよう、異年次集団活動や特色ある学校

行事の活性化を図る等、多様な人々と協働する機会を充実させる。 
 
○ 既存の施設設備の十分な活用 

既存の充実した施設設備を活用し、生徒の多様な学習ニーズに応じた教育活

動を展開することで、生徒一人ひとりの個性と能力の伸長を図る。 
 
 
 
 
（１）課  程  定時制の課程 
（２）学 科  単位制による普通科 
（３）学校規模  定時制の課程 ４２０名程度 
          普通科 ４２０名程度（各学年１０５名程度 ３学級規模程度） 
          ※ 学級規模は予定であり、入学定員の発表時に確定 
（４）修業年限  ３年又は４年 

（５）学 期  ２学期制 

（６）履修形態  共通履修科目及び選択科目による履修 
（７）授業展開  ４５分４限を基本とし、必要に応じて弾力的な授業時間を設定 
 
〈日課表〉（予定） 

 ５校時相当時程（週５日） 

０ 校 時 16：20～17：05 

夕  食 17：05〜17：30 

ショートホームルーム 17：30〜17：35 

１ 校 時 17：40～18：25 

２ 校 時 18：30～19：15 

３ 校 時 19：25～20：10 

４ 校 時 20：15～21：00 

 
 
 
 
（１）募集の区分 一般募集（中学校卒業見込み者及び中学校既卒業者） 
（２）選抜の区分 共通選抜及び定通分割選抜 
（３）選考の方法 事前に公表した「公立高等学校入学者選抜選考基準」に基づい

て、選考する。 
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（１）基本的方針 
 ○ 在籍３年以上で、高等学校学習指導要領に基づいて、必履修科目を履修し、 

学校において定めた卒業までに修得させる単位数を修得することで卒業とする。 
 
○ 単位制による柔軟な学びを提供し、基礎的科目に加え発展的科目を設置する

ことで、多様な学習ニーズに対応し、生徒の進路希望の実現に向けた幅広い学

習の機会を提供する。 
 
（２）教育展開の方針 

○ 基礎的科目や発展的科目を設置し、基礎学力の定着と向上をめざすとともに、

勤労観や職業観を養うため、社会的・職業的な自立を促進する学びの充実を図

る。 
 

○ 生徒の進路希望の実現に向けて支援するとともに、卒業後も社会の一員とし

て多様な資質・能力を発揮できる教育を展開する。 
 

○ 生徒一人ひとりの状況を的確に把握し、基礎学力の確実な定着を図り、きめ

細かな学習支援により、個々の学習ニーズに応じた学力の向上を図る。 

 
 ○ 学校行事や生徒会活動・部活動等生徒の主体的な活動を通して、互いに認 

め、ともに高めあう豊かな人間性を育み、社会に貢献できる人材を育成する。 
 
（３）編成の方針 

○ 個別最適な学びの実現に向け、基礎的科目から発展的科目までを設置する。 
 

○ 生徒一人ひとりの個性や能力の伸長を図るため、単位制の利点をいかした多

様な科目選択を可能とする。 
 
 
 
 
 
 
 
  

６ 教育課程 
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（４）教育課程表（予定） 
○ 普通科 

 
教育課程表は予定であり、変更することがある。 

 

※ ０校時において、日本語支援科目や学び直し科目等を設置し、生徒一人ひと

りに応じたきめ細かな支援と個別最適な学びを展開する。 

また、定通併修科目等を履修することで、３年間で卒業可能な単位数を修得する

ことができる。 
 

◇１年次自由選択（０～４単位） 
学びなおす国語（国）②、学びなおす社会（地歴）①、数学Ａ②、 
学びなおす数学（数）②、学びなおす理科（理）①、学びなおす英語（外）②、 
情報入門（情）②、日本語Ⅰ（日本語）② 
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◇２～４年次必修選択（４～16 単位） 
論理国語④、文学国語④、国語表現②、古典探究④、日本史探究④※、 
世界史探究④※、政治・経済②、ニュースを読む（公）②、数学Ⅰ②、数学Ⅱ④、 
数学Ⅲ④※、数学Ａ②、数学Ｂ②、数学Ｃ②※、物理基礎②、物理④※、 
化学基礎②、化学④※、生物基礎②、生物④※、地学基礎②、 
地球生物のあゆみ（理）②、保健②※、音楽Ⅰ②※、音楽Ⅱ②※、美術Ⅰ②※、 
美術Ⅱ②※、工芸Ⅰ②※、工芸Ⅱ②※、英語コミュニケーションⅡ④、 
英語コミュニケーションⅢ④※、論理・表現Ⅰ②、論理・表現Ⅱ②※、 
情報Ⅰ②※、情報Ⅱ②※、理数探究基礎②※、［家］保育基礎②、［家］服飾手芸②、 
［家］フードデザイン②、［体］スポーツⅡ②※、日本語Ⅱ（日本語）②、 
日本語Ⅲ（日本語）②※ 
 

◇２～４年次自由選択（０～４単位） 
論理国語④、ニュースを読む（公）②、数学Ⅱ④、数学Ａ②、 
環境科学（理）②、論理・表現Ⅰ②、日本語Ⅰ（日本語）② 

 
◇夏季集中講座 
地域に学ぶフィールドワーク（総合）①、ボランティア入門（総合）① 

 
※ ３～４年次で選択することができる科目。 
（単位数は〇囲いの数字で、学校設定科目は太字で示す。） 

 
 
＜主な科目＞ 
 各教科で身に付けた知識を活用し、生徒の多様な学習ニーズに応じた教育活動を

展開するため、実践的・体験的な科目を設置し、自己の在り方生き方を考えながら

課題を発見し解決していくための資質・能力を育成する。 
 
ニュースを読む（２単位） 

メディアが発信するニュースを読み解き、法、政治及び経済について学習する。

メディア・リテラシー等良識ある公正な判断力等を身に付けるとともに、主体的

に生きる平和で民主的な社会の形成者に必要な資質・能力を育成する。 
 
地球生物のあゆみ（２単位） 

地球の誕生から生物の発生および進化について基本的な概念や原理・法則につ

いて学習する。科学的に探究するために必要な観察、実験等に関する基本的な技

能を身に付けるとともに、生命の歴史について科学的に探究するための資質・能

力を育成する。 
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地域に学ぶフィールドワーク（１単位）夏季集中講座 
  神奈川を中心とした地域の歴史や文化、自然環境、地域産業等を現地や施設・

博物館等での観察・調査を通して学習する。地域の歴史や自然及び社会への理解

を深め、課題の発見と解決に必要な知識・技能を育成する。 
 
ボランティア入門（１単位）夏季集中講座 
  現代社会における福祉の意義や現状、ボランティア活動における基本的な知識

及び技能について学習する。体験活動等を通して課題発見と解決に必要な知識及

び技能を身に付け、考察する力を養う。また、福祉の心や豊かな人間性及びボラ

ンティア精神を育成する。 
 
 
学び直し科目について 
高等学校の学習内容の定着を図るため、義務教育段階での学習の確実な定着をめ

ざし、１年次において、少人数での授業や学習内容の習熟の程度に応じた授業を展

開する。個別最適な学びを展開し、基礎学力の定着や主体的に学習に取り組む態度

を育成する。 
 

学びなおす国語（２単位） 
義務教育段階での学習の確実な定着や高等学校における学習内容の基礎固めの

ため、体系的・系統的な学習活動を展開する。言葉による見方・考え方を働かせ、

言語活動を通して、日本語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育成する。 
 
 
日本語支援科目について 
高等学校の学習内容の定着を図るため、外国につながりのある生徒を対象に、少

人数での授業や学習内容の習熟の程度に応じた個別最適な学びを展開する。 
 
日本語Ⅰ（２単位） 
  外国につながりのある生徒を対象に、日常的な場面で使われる初級から中級に

かけての日本語について、文字、語彙、文法事項等を理解し、高等学校の学習に

円滑に取り組むための資質・能力を養う。 
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（５）学習指導の工夫 
○ 確かな学力を育成するために学び直し科目を設置し、基礎・基本となる学力 

の確実な定着を図る。特に、外国につながりのある生徒への日本語指導や特別な

支援を必要とする生徒への学習指導を充実させる。 
 
○ 多様な進路実現を可能とする学習指導や、社会生活に必要な幅広い教養の習 
得を図る等、各科目のねらいを明確にした学習指導計画を立てる。 

 
 ○ ＩＣＴを利活用した学習活動により、生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指 

導を行い、個別最適な学びや協働的な学びの実現を図る。 
 
 ○ 各教科・科目や「総合的な探究の時間」において、課題解決に必要な思考力・ 

判断力・表現力等の育成をめざした探究活動を実践する。 
 
（６）生徒指導等の工夫 
 ○ 地域社会や高等教育機関及び企業等と連携・交流を図り、勤労観・職業観を 

育む。 
 
○ 特別活動では異年次集団での活動を充実させる等、社会の一員としての自覚 

を深め、互いに認め、ともに高めあい、豊かな人間性を備えた人材の育成に向

けた指導を行う。 
 
○ 生徒と教職員との信頼関係及び生徒相互の好ましい人間関係を育むとともに、 

学校全体で生徒の状況を的確に把握し、外部機関との連携を図り、生徒一人ひ 
とりに応じた適切な配慮や支援を行う。 

 
○ 生徒を誰一人取り残すことのない教育相談体制を確立できるようスクールカ

ウンセラー（SC）やスクールソーシャルワーカー（SSW）を活用した支援体制

を充実させる。 
 
（７）進路指導の工夫 
○ 生徒が自己の在り方生き方を考え、主体的に進路を選択することができるよ 
う、学校の教育活動全体を通じて、計画的・組織的な進路指導を行う。 

 
○ 教育課程や学習指導と一体化したきめ細かな指導や、進路希望に対応したガ 
イダンス機能の充実を図る等、キャリア支援体制を確立する。 
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７ 施設・設備の整備 

（８）学校経営 
○ 学校教育計画に基づき、学校運営協議会の評価部会による学校評価をいかす

等して自律的・組織的な学校経営の一層の充実に取り組む。 
 

○ これまで取り組んできた地域連携等の取組みをいかすとともに、学校運営協

議会制度（コミュニティ・スクール）を活用したより一層の地域の参画・協働

による学校運営を推進する。 
 
 
 
 ○ 定時制課程における単位制普通科の教育の展開に必要な施設・設備の整備を 

行う。 
 

 
○ 定時制課程における単位制普通科の教育の展開に必要な職員の配置を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８ その他 
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教育委員会教育局指導部高校教育課 
高校教育企画グループ 電話(045)210-8254(直通) 
横浜市中区日本大通１ 〒231-8588 FAX(045)210-8922 
電話(045)210-1111(代表) 内線8255・8256 

 


